








 

研究目的 

 性腺刺激ホルモン投与による過排卵(super-ovulation)誘発処理を受けた未

成熟および成熟マウスでは,自然排卵動物に比較して,出生前の胚の損失が明ら

かに高いことが知られている。胚の死滅が最も多くみられる時期は,卵割期,着

床の前後,妊娠中期および分娩の前後で,妊娠中期の死滅は発育遅延を伴ってい

るといわれている(Beaumont & Smith, 1975)。 


